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J．パッヘルベル（1653－1706）の宗教声楽作品目録
近松博郎
はじめに
　昨年2006年は，W．　A．モーツァルト（1756－1791）生誕250年にあたり，世界中で関連
イヴェントが目白押しだったことは記憶に新しい．また2006年は，ドイッの作曲家」．パッ
ヘルベルの没後300年でもあった．だがこのことを知る人はほとんどいなかったろう．
　今日パッヘルベルの名は，一般には有名な弦楽合奏曲《カノン》の作曲者として残って
いる．少しドイツのバロック音楽に興味のある人であれば，彼のオルガン作品を耳にした
ことがあるかも知れない．2005年のクリスマスに筆者はパッヘルベルの故郷ニュルンベ
ルクに滞在し，彼がその最後の約10年間オルガニストとして奉職した聖ゼーバルト教会
を訪ねた．パッヘルベルの死からほぼ300年を経て，2002年からこの教会の音楽監督の
職に就いているB．プットマン氏と直接話をする機会を得たが，氏は新たにこの教会のオ
ルガンを用いてパッヘルベルのオルガン作品集のCD’を出されたことを教えてくれた．
　このように《カノン》や，少数のオルガン曲は日本でも演奏されるが，彼の声楽作品と
なると，普通に接するチャンスはまずないといってよい．そもそも彼の声楽作品にどのよ
うなものがあり，全部でいくつあるのかすら，音楽辞典や論文ごとに食い違いが生じてい
る2．また，パッヘルベルの声楽作品のうち約半数は印刷楽譜として出版されているもの
の，残りは手稿譜（自筆，弟子達による筆写を含めた手書きの楽譜．譜例1参照）の形の
ままヨーロッパの図書館に眠っており，一般の人々がその楽譜を見る機会はほとんどない．
　パッヘルベルはその生涯の大半をオルガニストとして教会との関わりの中で過ごしてお
り，彼の音楽の本質に迫るには，そのオルガン作品と並んで，宗教声楽作品の理解が不可
欠といえる．筆者は2001年の修士論文3でこの分野に取り組んだ際に，現存する声楽作品
の手稿譜のコピーを可能な限り収集し，彼の声楽作品の様式面からパッヘルベルの再評価
を行ったが，その後の研究の進展にはめざましいものがあり，とりわけペローによってパッ
IPachelbe1，　Johann．　Orgelwerke．　Bernhard　Buttmann，　organ．　Diamo：CD－L　30311（CD）．　Released　2004．
周知の通りニュルンベルクは，古きよき中世ドイッ都市のモデルとしてナチスが喧伝したこともあり，第二次
世界大戦では連合国軍による激しい爆撃を受けた．聖ゼーバルト教会のオルガンも破壊され，このCDで使わ
れているオルガンは1974年に再建された現代様式のものである．我々はもはやパッヘルベル時代の音色を耳に
することはできない．
2これには作品のジャンル分けの問題が絡んでいるが，それについては後に述べる．
1近松博郎「J．パッヘルベルのドイツ語宗教声楽作品研究一パッヘルベルの再評価に向けて一」修士論文，東京
藝術大学，2001年．
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ヘルベルの全作品主題目録4が出版されたことは特筆に価する．
　この小論は，近年新たに出された研究の成果を踏まえつつ，パッヘルベルの生涯と作品
を紹介し，日本語による最新のパッヘルベル宗教声楽作品目録を提示する試みである．
【譜例1】《全地よ，主に向かって喜びの叫びをあげよ》P216より合唱の導入部分
　　　　（Tenbury　Manuscript　1208，フォリオ第107葉，おそらく自筆）
1．パッヘルベルの略歴
　1998年，キャスリーン・ジェーン・ウェルターによって，新たなパッヘルベル研究の
礎石となるべき詳細かつ広範な研究がなされた5．この中ではパッヘルベルの生涯に関し
4」．M．　Peπeault，　The　17iematic　Ca’a’ogue　of　the〃μ∫’cα’Wθ廊【）f　Joha朋Pachelbe’，　edited　by　D・K・Fitch・（Lanham，
Maryland：Scarecrow　Press，2004）
5K．」．　We且ter，“Johann　Pachelbel：Organist，　Teacher，　ComposeL　A　Critical　Reexamination　of　His　Life，　Works，　and
Histodcal　Significance，”Ph，　D．　diss．，　Harvard　University，1998．
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ても新たな年代記の作成が試みられている．この研究を拠りどころとして，まず彼の生涯
を概観し，作品理解の助けとしたい．なおこの論稿では，パッヘルベルの生涯を便宜上4
期に区分して論じていく．
1－1．修業時代（1653－1678）
　ニュルンベルクの聖ローレンツ教会の記録によれば，ヨーハン・パッヘルベルは1653
年9月1日，ワイン業者ハンスとその妻アンナ・マリアの子として同教会で洗礼を受けて
いる．
　ここで，当時のニュルンベルクという都市についても概観しておきたい．神聖ローマ帝
国自由都市であったニュルンベルクは交易上の要地に位置し，古くから商業，手工業で栄
えていた．こうした都市の特性は，楽器制作や楽譜印刷といった点で音楽活動にも大きく
貢献している．1600年頃にはその人口は約4万人を数えるほどになったが，三十年戦争
（1618－1648）による戦禍と，大航海時代の到来に伴う旧来の交易ルートの衰退とは，この
街に少なからぬ打撃をもたらした．
　キリスト教の宗派の点では，1524年以来聖ゼーバルト教会及び聖ローレンツ教会がプ
ロテスタント主要教会の役割を担っていた．この下に聖エギディウス教会，養護院教会，
聖母教会，聖ヤーコプ教会の4つのプロテスタント教会が位置づけられ，カトリックはこ
の街ではほとんど影響力を持たなかった．聖母教会を除く5つの教会はそれぞれ附属のラ
テン語学校を持ち，ここにはカントルのポストが設けられている．さらにその上に「市の
すべての教会音楽とその他の音楽の管理指導」を行う音楽監督Director・chori　musiciがお
かれ，有名なコラール旋律《血潮したたる主の御かしらO　Haupt　voll　Blut　und　Wunden》
の作曲者として知られるハンス・レオ・ハスラー（1564－1612）も，1601年から1604年
にかけてこのニュルンベルクの音楽監督を務めた．音楽監督の下には，市に雇われた15
人の器楽奏者がおり，1648年度初めの給料支給額を記した会計報告書には弦楽器奏者4
人，トロンボーン奏者3人，バスーン奏者3人，その他の名前が見られ，また彼らのうち
の何人かはコルネットやリコーダーといった楽器の兼任もしていたことが分かる．この極
めてバランスのとれた小編成オーケストラも特別な行事の際には拡大され，例えば三十年
戦争の終結を祝して1649年に催された晩餐会ではS．T．シュターデン指揮の下21人の合
唱隊18人の管弦楽団，4人のオルガニストからなる演奏団体が組織された．
　だがニュルンベルクの音楽活動を実際に担っていたのが主としてオルガニスト達であっ
たことは間違いない．とりわけ聖ゼーバルト教会と聖ローレンツ教会のオルガニストにと
りわけ高い権威と安定した収入が約束されており，人々にとっては羨望の的であった．市
民の結婚式や葬式の音楽もこの両教会オルガニストによって引き受けられたし，またこの
二つの教会ではライプッィヒの聖トーマス教会と聖ニコライ教会のように，毎日曜ごとに
交替でいわゆるカンタータの演奏が行われていたという推測もなされている．幼年時代の
パッヘルベルは聖ローレンツ教会附属のラテン語学校で授業を受け，また聖ゼーバルト教
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会においては市の音楽監督兼附属学校教師であったハインリヒ・シュヴェンマー（1621－1
696）の下でクラヴィーアを習得していったのだった．
　1669年6月29日の日付でアルトドルフの大学への入学を認める証書が残されている．
しかしこの大学は，家庭の経済的事情によりわずか一年ほどで退学となり，1670年から
1673年にかけては，レーゲンスブルクの「ギムナジウム・ポエティクム」で学ぶ．
　この後1673年から1677年まではウィーンで過ごし，同地の聖シュテファン大聖堂でオ
ルガン・アシスタントを務めた．この地でパッヘルベルは，1673年に時を同じくしてウィー
ンに到着し聖シュテファン大聖堂オルガニストとなったヨハン・ヤコブ・ケルルの弟子と
なったとするのが通説であるが，それを事実として立証できる記録が存在しないことにも
注意を払う必要があろう．
　ウィーンを後にしたパッヘルベルは1677年，今度は中部ドイツのアイゼナハへと移り，
同地の宮廷及び聖ゲオルク教会のオルガニストとなる．ここでの滞在期間については，
1677年5月4日から1678年5月18日まで宮廷から給料が支払われていたことを示す文
書が存在することから，ほぼ推測することが出来よう．
1－2．エアフルト時代（1678＿1690）
　1678年6月19日，パッヘルベルはエアフルトのプレディガー教会オルガニストとなる．
　エアフルトでのパッヘルベルは，この街で市立楽団の指揮者を務めていたヨハン・クリ
スティアン・バッハ（1640－1682）と同じ建物に住んだらしい．市立楽団の指導は代々の
バッハ家が行い，当時エアフルトのほとんどすべての教会オルガニストの役職はバッハー
族によって担われたという状況であったから，パッヘルベルがこの伝統ある音楽一家と親
密な交流をもつにいたるにもさほど時間は要さなかったであろう．1684年に新しく購入
した家も，かの大バッハの父であるヨーハン・アンブロージウス（1645－1695）と同じ住
居であった．このアンブロージウスとはとりわけ親交が深かったとみえ，パッヘルベルは
1680年にアンブロージウスの娘ヨハンナ・ユーディタの代父となったほか，息子のヨー
ハン・クリストフ（ゼバスティアンの兄）の音楽教師も務めたことが知られている．
　このエアフルトの地でのパッヘルベルの音楽活動については，パッヘルベルがプレディ
ガー教会のオルガニストに就任した際，教会当局と取り交わした契約書からある程度推測
することが出来る6．それによると，「［彼は］9時の説教に続けてと同様，祝日と日曜の朝
および午後の礼拝が終了するまでオルガンを演奏する．これは毎週の土曜日あるいは定式
により晩課が行われる場合，および音楽付き礼拝を行う週日の各説教日と同じことである」．
「彼は毎回定刻に教会へ現れ，自らオルガンを演奏し最初から最後までコラール合唱の伴
奏を務めなければならない．その演奏に際しては，今日の優れたオルガニスト達の間で通
例になっているように，旋律主題に基づく前奏で先導するよう研鎖を積まねばならない」．
6KJ．　Welter，　op．　cit．，　p．27　f．
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また，直接の礼拝以外にも「毎年洗礼者ヨハネの祝日には午後の礼拝の終わりには，すべ
てのストップと音色を用いで1央く協和した30分間のオルガン演奏を行ってオルガニスト
としての役目を思い出し，同時に当年度中いかに役職上の向上を果たしたかについての証
明をクリスチャンの全会衆に示さなければならない」のであった．「旋律主題に基づく前
奏」と「快く協和した」響きは，どちらもまさにパッヘルベルの音楽を特徴づける要素で
あるといえ，彼の音楽の本質が中部ドイッの伝統の中で培われた可能性を強く示唆すると
いう点で，大いに注目に値する記事である．
　1690年エアフルトの教会会議からの推薦状を手にして，パッヘルベルは次の任地へと
旅立つこととなる．
1－3．シュトゥットガルト，ゴータ時代（1690－1695）
　エアフルトを後にしたパッヘルベルは再び南ドイッに戻り，1690年9月1日，今度は
シュトゥットガルトで宮廷音楽家兼宮廷附属教会オルガニストに就任する．ここでも才能
を高く買われていたパッヘルベルであるが，当時のシュトゥットガルトはフランスの侵略
を受けており，戦禍を避けるため1692年10月1日付けで同ポストの辞職を許された．
　ここでの活動を示す具体的な資料はほとんど存在していない．ただ，1691年前後にニュ
ルンベルクで出版された室内楽曲集『音楽の楽しみMusicalische　Erg6tzung』が，当時宮
廷のために書かれた作品を代表するものであることはほぼ間違いなかろう．1692年ll月
8日付でゴータのオルガニストに着任．再び中部ドイッの地に帰還することとなった．市
当局者による任命書はよほど急いで書かれたと見えて，市のどの教会に赴任するのかすら
明記されていない．
　ゴータで暮らしていたとき，パッヘルベルにイギリスから招聰の話があったというマッ
テゾンの記述は，ことさら我々の興味を惹きつけずにはおかない．マッテゾンは『凱旋門
の基礎』の中で，「彼は1692年12月大変高貴な人物より，空席のオルガニストの職を埋
める必要のあったオクスフォードに呼ばれた．しかし彼は家計の事情により［wegen　seiner
Haushaltung］，この地位の申し出を受けることが出来なかった」7と述べている．このとき
パッヘルベルに提供されたポストがどの教会のものだったのかを資料面から裏付ける研究
は今のところ成功を見ていない．だがここで重要なのは，パッヘルベルの宗教声楽作品
25曲を収めたおそらく自筆のマニュスクリプト集（Tenbury　l208－1209）がやはりイギリ
スに伝えられていることからも，パッヘルベルが何らかの形でイギリスとの緊密な関係を
持っていたということである．
　こうしてゴータでの生活が2年半を過ぎた1695年，ニュルンベルクでは聖ゼーバルト
教会のオルガニスト，ゲオルク・カスパール・ヴェッカーが死去する．今やドイツ国外に
7工Mattheson，　Gntndla8e　einer　Ehren－Pforte，　edited　by　Max　Seiffert（Hamburg：1740；Berlin：Liepmannssohn，19101
R1969），　p．247．
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までその名が知られるようになっていたパッヘルベルのもとに，代々地元出身の音楽家を
重用してきたこの都市からヴェッカーの後継者となる話がもたらされたとしても，何ら不
思議なことではなかったであろう．
1－4．後期ニュルンベルク時代（1695－1706）
　パッヘルベルは1695年6月ll日付でゴータ市の枢密院に丁重な辞職願いを提出し，同
年12月27日よりヴェッカーの後を継いで聖ゼーバルト教会のオルガニストに就任した．
この名誉ある地位に就くにあたっての試験は特別に免除され，こうした異例の待遇も当時
のパッヘルベルの名声を客観的に証明するものであるといえよう．
　この生まれ故郷の地での最後の11年間に彼がどのような活動を行っていたかについて
は，ウェルターが論文の中で紹介している3つの資料，すなわち1664年と1697年にそれ
ぞれ書かれたゼーバルト教会における礼拝規定とパッヘルベル自身によるオルガニストの
ための指南書からある程度推測することができる8．それらの記述を総合すると，まず待
降節から復活節までの祝日及びその前日には音楽による晩課が執り行われねばならない．
またオルガンは1660年頃から会衆の伴奏をするようになり，典礼音楽の作曲はオルガニ
ストの手に委ねられていたという事実も明らかにされている．待降節第1日曜から顕現祭，
また復活祭から復活祭後第6日曜までの晩課は常にイングレスス（ローマ聖歌の入祭唱に
相当するもの）で開始され，詩篇朗読の代わりとなるドイツ語声楽曲やオルガン独奏を挟
みつつ，儀式の中心をなす聖歌隊によるマニフィカトへと導かれる．このように当時聖ゼー
バルト教会において行われていた礼拝は，宗教改革後にルターが主張した古いプロテスタ
ントのしきたりに基づいており，特に晩課が担っていた役割には注目すべきものがあった
ことが分かる．実際17世紀後半になっても定期的にラテン語典礼作品を用いる習慣を維
持していたのはエアフルトのミヒャエル教会，ライプッィヒのトーマス教会そしてニュル
ンベルクのゼーバルト教会といったごく少数の都市の大教会に限られていた．前節で述べ
たイギリスの「テンブリー・マニュスクリプト1208－1209」は収録声楽作品全25曲のう
ち，イングレススが10曲，マニフィカトが9曲を数える．その一方でドイツ語の歌詞に
よる二重合唱曲，いわゆる「モテット」タイプの作品が見られないのも興味深い．このよ
うに同マニュスクリプトが収録する作品にある種の偏りがあるのは，おそらくこの聖ゼー
バルト教会の晩課におけるパッヘルベルの創作活動を反映しているためと考えられる．た
しかにこれらの作品，特にマニフィカトでは彼がこれまでに培ってきたと思われる多様な
音楽語法が一作品ごとに駆使されており，パッヘルベルの声楽作品の終着点とみなしても
おかしくはない．
　生まれ故郷のニュルンベルクへ帰還することができ，まさに功成り名遂げたパッヘルベ
ルが死去したのは1706年のことである．彼は3月3日の水曜日に没し同9日の火曜日に
sK．　J．　Welter，　op．　cit．，　p．　249　ff．
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埋葬されたとマッテゾンは報告している9．
2．パッヘルベルの作曲技法
　パッヘルベルの代表的な作曲技法としては，「Vorspiel（前模倣）」が特によく知られて
いる．これは，ある声部に定旋律（多くはコラール旋律）が長い音価で提示されるが，前
もって他の声部が旋律の冒頭部分を短い音価で先取りするものである（譜例2参照）．後
にバッハもこの技法を取り入れていることが知られている．
3．声楽作品目録の作成にあたって一今後のパッヘルベル研究のために
　これまで，曲の数がいったいいくつあるのか，ということすら問題を残してきた訳だが，
これにはジャンル分けの問題そして同名の作品の混同の問題などが絡んでいる．しかし，
最初に述べたとおり，ペローによる主題目録が出版されたことにより事態は飛躍的に整理
されたものとなった．
　ペロー以前にも声楽作品リスト作成の試みは何度か繰り返されてきたが，以下に掲載す
るのは，それらを対応させつつ作成した，オリジナルの作品目録である．今後，一作ずつ
の研究を進め，その結果を集積してパッヘルベルの声楽作品の全容を踏まえ，彼の歴史的
位置付けを再考する試みが必要となる．手稿譜の形でしか存在しない作品については，こ
れから演奏に用いうる印刷譜の作製がぜひとも必要であり，さらに全曲が演奏・録音され
てはじめて，声楽曲作曲家としてのパッヘルベルが世に知られることになるのである．
　パッヘルベルの国際的な略歴と，多様な声楽作品の様式を改めて検討すると，その幅広
さ，スケールの大きさに驚かされる．彼の正当な評価がアカデミックな場でも阻害されて
きた要因の一つは「バッハの先人としてのパッヘルベル」という従来の定式化されたイメー
ジにほかならない1°．孫弟子にあたるバッハとの繋がりなしに，今後パッヘルベルの多様
な音楽そのものが見直され，彼の音楽史上での位置づけも再考されるべきだが，その際に
彼の声楽作品が新たな視座を用意するであろうことはまず間違いないことである．
．パッヘルベル宗±楽作品リスト
【略号】
　　A　　アルト B バス
9J．　Mattheson，　op．　cit．，　p．248．
1°ｱの点については，著者の前掲修士論文と，以下の合唱団のURLに掲載されている著者による楽曲解説を参
照されたい．http：〃homepage3．nifty．com／shu・kenlconcert2003－kaisetsu．html
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【譜例2】モテット《いざ，もろびと神に感謝せよ》P38111
　　Bc
　　f．
　　Fg
　　Org
　　Pt．
　　S
　　St．
　　Str
SBPK
　TM
通奏低音　　　　　　　　　T　　テノール
fblio，　folios　フォリオ　　　　Timp　ティンパニ
ファゴット，バスーン　　　Tb　　トロンボーン
オルガン　　　　　　　　Tp　　トランペット
Partitur総譜　　　　　　　　Vn　　ヴァイオリン
ソプラノ　　　　　　　　　Va　　ヴィオラ
Stimmeパー儲　　　　Vc　チェロ
弦楽器　　　　　　　　　　Vne　ヴィオローネ
Staatsbibliothek・zu・Berlin，　Preussischer　Kulturbesitz　ベルリン国立図書館
Tenbury　Manuscript（in　Bodleian　Library，　Oxford　University）テンブリー手稿譜
IIoachelbel，　Johann．　Nun　danket　alle　Gott．　Edited　by　H．　H．　Eggebrecht．　Base且：Bhrenreiter1　SしLouis：Concordia　Pub．　House，
1961，
157
〈作品目録〉
P
PC
Eg
Perreault，」．　M．　and　Fitch，　D．　K，“The　Thematic　Catalogue　of　the　Musical　Works　of　Johann
Pac血elbe1”，　Lanham，　Maryland：Scarecrow　Press，2004．
Pachelbel　Census：Welter，　K．　J，“Johann　Pachelbe1：0rganist，　Teacher，　Composer．　A
Critical　Reexamina廿on　of　His　Life，　Works，　and　Historical　Significance”Ph．　D．　diss．，
Harvard　University，1998．
Eggebrecht，　H．H，“Johann　Pachelbel　als　Vokalkomponist”，　in　A　rchivプ海rルlusikwissen－
schafl　11（1954）：120－13L
●日本語タイトルは原則として『ニューグローヴ世界音楽大事典』第13巻（東京：講談
　社，1996年）「ヨハン・パッヘルベル」の項（E．V．　Nolte，　J．　Butt著，土田英三郎，橋
　野百合訳）に基づく．
1．宗教コンチェルト
P PC Eg
60 393 27 Christ　lag　in　Todesbanden　1《キリストは死の絆につかれた》
@Manin　Luther　1524，7verses；chorale，　per　omnes　versus．
@編成：SATB，2vn，3va，　fg，　bc
闕e譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16476／2．
84 394 28 Der　Name　des　Heπen　sei　gelobet《主の御名はたたえられよ》
@編成：SAB，2vn，［fg？］，　bc
闕e譜：St。：SBPK，　Mus．　ms．16475！12，　ca1720．
173 390 68 Gott，　du　Gott　Israd《神よ，イスラエルの神よ》　疑作？
@編成：SSATB，2vn，2va，　bc
闕e譜：Pt．：SBPK，　Mus．　ms．30282，18th　c；1561eaves，80　and　40；
kibrary　of　Georg　Poelchau，　mes，　ms．　acc．198．
176409 18 GQtt　ist　unser　Zuversicht　und　Starcke《神はわたしたちの避けどころ》
ﾒ成：SATB，2vn，3va，　fg，　bc
闕e譜：Pt．：TM　l208，　No．9（£ll9－140），　late　l7th　c．
177 410 19 Gott　sei　uns　gnadig《神よ，我らに恵みを与え》
@編成：SSATB，5tp，　timp，2vn，4v縞fg，　bc，　org
闕e譜：Pt．：TM　1208，　No．1（H－26），　late　l　7th　c．
215 39529 Jauchzet　dem　Hem　alle　Welt《全地よ，主に向かって喜びの叫びをあげよ》
@編成：SSATB，20b，2vn，3va，　f臼1vle，　bc
闕e譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647615，　early　18th　c．
216411 30 Jauchzet　dem　Hem　alle　We且t《全地よ，主に向かって喜びの叫びをあげよ》
@編成：SSATB，4tp，　timp，2vn，3va，　fg，　bc
闕e譜：Pt．：TM　1208　No．7（f　lO5－ll8），且ate　l7dl　c．
158
230414 31 Kommt　her　zu　mir，　sphcht　Gottes　Sohn《我がもとに来たれと神の子は言う》
@編成：SATB，2cornetti／clarini，2vn［va］，　bc
闕e譜：Pt．：TM　1209　No．5（£44－53），且ate　17th　c．
238415 22Lobet　den　Hem　in　seinem　Hei且igtum《その聖所で主をほめたたえよ》
@編成：SSATB，2f1／20b，5tp，　tb，　timp，　cymba1，　harp，　fg，2vn，3va，　bc（org）
闕e譜：Pt．：TM　1208　No．6（£85－104），且ate　17th　c．
35939632bMein　HeπJesu，　dir　leb　ich《我が主イエス，あなたのためにわたしは生きる》
@編成：SATB，3va，　bc
闕e譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647618，1at617th　c．；
唐≠高?@music　but　with　diffbrenUext；parody　of　P　364（〃θ加θ
T伽ガ8πわθ〃妨εη加ch）by　unknown　arrange乙
364397 32aMeine　SUnden　bet由ben　mich《我が罪は我が心を暗くし》
@編成：SATB，　ob，4va　da　gamba，　fgl　vle，　bc
闕e譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16476！10，0nly　tide　page　and　incipits，1680s，　title　Page　has　note
e‘`ut．　Bachelbe1．　ErfUrt　
@　　　S註chsische　Landesbib且iothek，　Dresden，　MS　Jacobi　U3571N88．
@　　　St．：St．　Thomas　Church，　Strasbourg；only　tit且e　page　and　inchipits，
P680s，　lost．
487399 33 Was　Gotuut，　das　ist　wohlgetan《神のなされた御業こそいとよし》
@編成：SATB，2vn，2va，　fg，　bc
闕e譜：Pt，：SBPK，　Mus．　ms．　Commer　l　23，　Nr．　B，1833．
@　　　　St．：SBPK，　Mus．　ms．16476112，0nly　tide　page　and　incipits：
e‘aachelbe10rgan．　Norimb．”
@　　　　St．；H㏄hschule　der　KOnste，　Berlin；lost．
@　　　　Sし：SしThomas　Church，　Strasbourg；10st．
398 Vergeh　doch　nicht，　du　amer　SUnder《消えるな，汝哀れな罪人よ》
@編成：T，vn，4va，　bc（org）
闕e譜：St．：Bayerische　Staatsbibliothek，　Munich，　Mus．　ms．5381；
窒Prand　gr　make　a　cover　fbr　the　enclosed　7pages．
2．モテット
P PC Eg
77 382 1 Der　Heπist　K6nig，　darum　toben　die　V61ker《主は王となられた，諸々の民はおののけ》
（？） 編成：SATB，　SATB，（？）bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647513；wiIh疎∫配㎎ωDε配∫（P　122）．
78 383 2 Der　Herr　ist　K6nig　und　herrlich　geschmOckt《主は王となり，威光の衣をまとわれる〉
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647516，　begin　of　l　8th　c．
79 3823 Der　Heπist　K6nig　und　heπ1ich　geschmUckt＿Halle1雨a《主は王となり，威光の衣をまとわれ
（？） る》
編成：SSATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647519，18th　c．，“aus　einem　alten　KonvQlut　Johann　Pachelbels”．
159
122388 Exsurgat　Deus《神は立ち上がり》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．1647513，　end　of　l7th　c，；with　D8r　Hεrr’5f
κδ所8，4α7π〃1’oわεη｛ガθVδ’陀θr（P77）．
175 384 17 Gott　ist　unsre　Zuversicht　und　St…kcke《神はわたしたちの避けどころ》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16475／20，　ca　l705．
213412 20Jauchzet　dem　Heml　alle　Welt《全地よ，主に向かって喜びの叫びをあげよ》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16475／25，　ca　1720．
217413 21 Jauchzet　dem　Gott　alle　Lande《全地よ，神に向かって喜びの叫びをあげよ》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16475123，　ca　l720．
381 385 23 Nun　danket　alle　Gott《いざ，すべての者は神に感謝せよ》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms。16475／28，“Anno　1705”．
400 38924 paratum　cor　meum《わたしの心は定まりました》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16474／8，　ca　l705．
424386， 25 Singet　dem　Heml　ein　neues　Lied《主に向かって新しい歌を歌え》
416 編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus。　ms．16475130；“ln　P飢itur　gesetzt　l　802”・
St．：Sachsische　Landesbibliothek，　Dresden；lost？．
St．：H㏄hschule　der　KUnste，　Berlin；lost，
Pt．：SBPK，　Mus．　ms．　Commer　l　23，　Nr　4，1833．
474387 26 Tr6ste　uns　Gott，　unser　Heiland《救い主である神よ，我らを慰めてください》
編成：SATB，　SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus，　ms．16475132，　ca　1700．
St．：H㏄hschule　der　KUnste，　Berlin；lost．
St．：S註chsische　Landesbibliothek，　Dresden；10st．
Pt．：SBPK，　Mus．　ms．　Commer　l　23，　Nr　3，1833．
3．晩課用イングレスス
P PC Eg 調性
87 4214 Deus　in　aΦtodum　meum《神よ，助けてください》 C－dur
???????422
S23
??Deus　in　a（加torium　meum《神よ，助けてください》
ceus　in　aΦtohum　meum《神よ，助けてください》
C－dur
b－dur
90 424 5 Deus　in　aΦtodum　meum《神よ，助けてください》 D－dur
91 425 14 Deus　in　a（加torium　meum《神よ，助けてください》 D－dur
92 426 7 Deus　in　a（巧utodum　meum《神よ，助けてください》 d．moll
160
93 427 9 Deus　in　a（巧utorium　meum《神よ，助けてください》 F－dur
94 430 15 Deus　in　aΦtohum　meum《神よ，助けてください》 G－dur
95 428 11 Deus　in　aΦtohum　meum《神よ，助けてください》 9－moll
96 42912 Deus　in　aΦtorium　meum《神よ，助けてください》 9－mo11
97 432 8 Deus　in　aΦtonum　meum《神よ，助けてください》 A－dur
98 431 10 Deus董n　aΦtorium　meum《神よ，助けてください》 a－moll
4．マニフィカト
P PC Eg 調性
242433 45 Magnificat《マニフィカト》 C－dur
243434 41 Magni5cat《マニフィカト》 C－dur
244435 48Magn温cat《マニフィカト》 C－dur
245436 43 Magnificat《マニフィカト》 C－dur
246 43737 Magnificat《マニフィカト》 D－dur
247438 42Magnificat《マニフィカト》 D－dur
248439 47 Magnificat《マニフィカト》 D－dur
249 Magnificat《マニフイカト》10st D－dur
250 44040 Magnificat《マニフィカト》 Es－dur
251 441 39 Magni行cat《マニフィカト》 F－dur
252442 44Magnificat《マニフィカト》 F。dur
253輌 38 Magni5cat《マニフィカト》 G－dur
254443 36 Magnificat《マニフィカト〉 9－mo且且
255 445 46 MagniHcat《マニフィカト》 B－dur
256 Magnificat《マニフィカト》lost 不明
5．ミサ曲
P PC Eg
357408 35 Mass　C－dur《ミサ曲ハ長調》
編成：SATB，2clarini，2vn，　bc
手稿譜：Pt．：TB　1209，　No．14（£188－205），　late　l　7th　c．
358 40734 Mass　D－dur【Missa　brevis；up　to‘et　homo　factus　est’．】
《ミサ曲二長調》
編成：SATB，　bc
手稿譜：St．：SBPK，　Mus．　ms．16472，1704；‘Missa　a　4　V㏄i　D鈷Anno　1704・．
G》kst
響㎝bur9
Wgrzburg
　　　　　　Nu爬mber9
　　　　　　▲●●　　　　　　　　　　Altdorf
S竃uttgart
ム●
Regensburg
Lege“d
oPaじheEbel’5　Educa籠o皿
▲Pache：bers　Positions　as　Organisヒ
●PacheIbel’s　11fiuence　as　Teacher
【パッヘルベル関連地図12】
11j．」．　Welter，　op．　cit．，　p．65より転載．
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